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（１）この研究の目的と意義について

本研究は患者さん自身の細胞から iPS 細胞を作り出すことで、病気そのものをより深く理解したり、

薬剤の効果や副作用の確認をしたり、移植用の臓器を作成する知見を得ることを目的としています。この

目的のために、各協力医療機関で保管している残余検体・診療情報等を利用させて頂き、遺伝子解析など

を組み合わせる事で、作成された iPS 細胞や得られたデータを国内外の細胞バンクやデータバンク、国

内外の利用希望研究者（企業による研究も含みます）に提供し今後の医学発展に貢献します。 

（２）研究の方法について

肺癌、慢性閉塞性肺疾患、びまん性肺疾患，気管支喘息などで京都大学、又は別紙 1に記載している検

体採取機関に通院または入院している患者さんで、研究参加の同意を得られた患者さんから臨床上必要

な検査や手術で検体を採取された余剰組織を利用させて頂きます。また、血液細胞等から iPS 細胞を作

成して、呼吸器上皮細胞に分化誘導し遺伝子解析などを行い、臨床データと比較解析する事で病気になる

仕組みの解明のほか、新しい薬や治療法の開発を目指します。 

研究期間  

研究実施機関 

：愛媛大学医学部附属病院長の許可日～ 2027 年 04 月 19 日 

：京都大学 iPS 細胞研究所（機関長名：髙橋 淳） 

京都大学医学部附属病院（機関長名：髙折 晃史） 

共同研究機関（別紙 a および別紙 b のとおり） 

研究責任者 ：愛媛大学大学院医学系研究科 生体構造医学 教授 武内 章英 

研究で利用する試料・情報の項目 

＜試料＞ 血液、皮膚、検査残余試料、手術摘出組織、

DNA、iPS 細胞、分化細胞など 

＜情報＞ 診断名、年齢、性別、病歴、家族歴、薬剤服

用歴、職業歴・粉塵曝露歴・居住環境歴、喫煙歴、問診

情報、検査結果（血液検査、呼吸機能検査、遺伝子検査、

気管支肺胞洗浄液、感染症検査、画像検査など）、遺伝

子解析情報など 

試料・情報の利用目的及び利用方法 

患者さんや健康な方に由来する iPS 細胞を作って調べ

たり病気の再現を試みたりすることによって、今は治

療が難しい病気の仕組みの解明や将来の新しい治療法

「呼吸器上皮細胞のサブタイプ解析とその新規培養法の開発、難病研究への応用」ついて 
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の発見を目指しています（同意文書記載のとおり）。こ

の目的のために、各協力医療機関で保管している残余

検体・診療情報等を利用させて頂きます。また、研究発

展のため作成された iPS 細胞や得られたデータを国内

外の細胞バンクやデータバンク、国内外の利用希望研

究者（企業による研究も含みます）に提供しており、そ

の際に協力者の診療情報や遺伝情報等の一部を併せて

公開し、提供することがあります。 

試料・情報を利用する者の範囲 

＜試料＞血液、皮膚、検査残余試料、手術摘出組織、

DNA、iPS 細胞、分化細胞など 

＜情報＞診断名、年齢、性別、病歴、薬剤服用歴、問診

情報、検査結果（血液検査、呼吸機能検査、遺伝子検査、

気管支肺胞洗浄液、感染症検査、画像検査）等 

 

研究機関名：京都大学 iPS 細胞研究所 

機関の長の氏名：髙橋 淳 

研究責任者名：後藤 慎平 

 

研究機関名：京都大学医学部附属病院 

機関の長の氏名：髙折 晃史 

研究責任者名：後藤 慎平 

 

協力医療機関（別紙 1 および 2 のとおり） 

他機関へ提供する試料や情報 

＜試料＞ 血液、皮膚、検査残余試料、手術摘出組織、

DNA、iPS 細胞、分化細胞等 

＜情報＞ 診断名、年齢、性別、病歴、薬剤服用歴、問

診情報、検査結果（血液検査、呼吸機能検査、遺伝子検

査、気管支肺胞洗浄液、感染症検査、画像検査）等 

 

上記試料・情報を以下の共同研究機関／外部委託機関

に提供する。 

・協力医療機関（別紙 2 のとおり） 

・株式会社日本遺伝子研究所 

・公益財団法人かずさ DNA 研究所 

・タカラバイオ株式会社 

・株式会社レリクサ 

 

他機関へ提供する試料や情報の取得の

方法 

＜試料＞血液、皮膚、検査残余試料、手術摘出組織、

DNA、iPS 細胞、分化細胞等 

＜情報＞診断名、年齢、性別、病歴、薬剤服用歴、問診

情報、検査結果（血液検査、呼吸機能検査、遺伝子検査、
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気管支肺胞洗浄液、感染症検査、画像検査）等 

 

上記の試料は保存状態を維持するための専用容器に封

入のうえ、追跡可能な郵送や直接手渡し、電子的配信に

よる取得を行い、以下の共同研究機関／外部委託機関

に提供する。 

 

・協力医療機関（別紙 1 および 2 のとおり） 

・株式会社日本遺伝子研究所 

・公益財団法人かずさ DNA 研究所 

・タカラバイオ株式会社 

・株式会社レリクサ 

 

他機関へ提供する方法 

・協力医療機関（別紙 2 のとおり） 

・株式会社日本遺伝子研究所 

・公益財団法人かずさ DNA 研究所 

・タカラバイオ株式会社 

・株式会社レリクサ 

 

上記の同研究機関／外部委託機関に下記方法で提供す

る。 

 

＜試料＞保存状態を維持するための専用容器に封入の

うえ、追跡可能な郵送や直接手渡しにより提供先機関

まで届ける。 

 

＜情報＞印刷物は追跡可能な輸送手段で提供先機関に

送付、電子データは適切な情報セキュリティを確保の

上で提供先機関に送信する。 

 

提供先における試料・情報の管理責任

者 

・協力医療機関（別紙 2 のとおり） 

 

・機関名：株式会社日本遺伝子研究所 

機関の長の氏名：中川原 寛一 

所在地：〒983-0013 宮城県仙台市宮城野区中野 1-

5-28 

 

・機関名：公益財団法人かずさ DNA 研究所 

機関の長の氏名：大石 道夫 

所在地：〒292-0818 千葉県木更津市かずさ鎌足 2

丁目 6－7 
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・機関名：タカラバイオ株式会社 

機関の長の氏名：仲尾 功一 

所在地：〒525-0058 滋賀県草津市野路東７丁目

4－38 

 

・機関名：株式会社レリクサ 

機関の長の氏名：松野 智行 

所在地：〒104-0042 東京都中央区入船 3-7-2 

KDX 銀座イーストビル 5F 

 

 

（３）個人情報の取扱いについて 

研究にあたっては、個人を容易に同定できる情報は削除したり関わりのない記述等に置き

換えたりして使用します。また、研究を学会や論文などで発表する時にも、個人を特定でき

ないようにして公表します。 

 

（４）研究成果の公表について 

この研究成果は学会発表、学術雑誌およびデータベースなどで公表します。 

 

（５）研究計画書等の入手又は閲覧 

本研究の対象者に該当する方は、希望される場合には、他の研究対象者等の個人情報及び

知的財産の保護等に支障がない範囲内で本研究に関する研究計画書等の資料を入手・閲覧す

ることができます。 

以上 

 



＜試料・情報の提供元機関＞ 

当該機関におけるインフォームド・コンセント取得者は、 
分担研究者のうち「ICの取得をする」者又は当該機関の主治医とする。 

 

＜検体採取機関＞ 

 機関名 (順不同） 研究責任者（敬称略） 

1 国立大学法人東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 宮崎 泰成 

2 国立大学法人東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 瀬戸口 靖弘 

3 公立大学法人奈良県立医科大学 呼吸器内科学講座 室 繁郎 

 

別紙a 



＜試料・情報の提供先機関＞ 

※下記いずれかの機関に提供される可能性がありますが、各機関の研究対象分野に沿った適切な範

囲で提供しております。 （一律に提供するものではありません。）

利用する者の範囲 管理責任者（敬称略） 

共同研究機関（順不同） 

1 国立大学法人東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 宮崎 泰成 

2 国立大学法人東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 瀬戸口 靖弘 

3 国立大学法人愛媛大学 大学院医学系研究科 生体構造医学講座 武内 章英 

4 国立大学法人愛媛大学 大学院医学系研究科 生体構造医学講座 細川 元靖 

5 公立大学法人奈良県立医科大学 呼吸器内科学講座 室 繁郎 

別紙b 
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